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【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 平 均 径 が ５ μ ｍ 以 下 の 独 立 し た 気 孔 を 有 す る セ ラ ミ ッ ク ス で あ っ て 、 （ １ ）
該 気 孔 の 気 孔 率 が ７ ％ 以 下 で あ り 、 （ ２ ） 比 剛 性 （ ヤ ン グ 率 （ Ｇ Ｐ ａ ） ／ 密 度 （ ｇ ／ ｃ ｍ
３ ） ） が ３ ０ 以 上 で あ り 、 （ ３ ） Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ １ ６ １ ８ に よ る 、 ２ ０ ～ ３ ０ ℃ に お け る 熱 膨
張 係 数 の 絶 対 値 が ３ × １ ０ － ７ ／ Ｋ 以 下 で あ る セ ラ ミ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ２ 】 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ １ ６ ０ ２ に よ る ヤ ン グ 率 が １ ０ ０ Ｇ Ｐ ａ 以 上 で あ る 請 求 項 １ 記 載
の セ ラ ミ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ３ 】 ス ポ ジ ュ ー メ ン 、 ユ ー ク リ プ タ イ ト 、 リ ン 酸 ジ ル コ ニ ル 又 は チ タ ン 酸 ア ル ミ
ニ ウ ム を 主 成 分 と

セ ラ ミ ッ ク ス
請 求 項 】 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の セ ラ ミ ッ ク ス を 基 材 に 使 用 し て な る 半 導 体

製 造 装 置 用 部 材 。
【 請 求 項 】 前 記 基 材 の 表 面 に 導 電 性 被 膜 が 形 成 さ れ て な る 請 求 項 記 載 の 半 導 体 製 造 装
置 用 部 材 。
【 請 求 項 】 前 記 導 電 性 被 膜 が 炭 化 ケ イ 素 、 炭 化 チ タ ン 、 炭 素 、 窒 化 チ タ ン 及 び 窒 化 ア ル
ミ ニ ウ ム か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 か ら な る も の で あ る 請 求 項 記 載 の 半 導
体 製 造 装 置 用 部 材 。
【 請 求 項 】 前 記 導 電 性 被 膜 が 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 及 び 窒 化 チ タ ン か ら な る も の で あ る 請 求
項 記 載 の 半 導 体 製 造 装 置 用 部 材 。

し 、 窒 化 ケ イ 素 、 炭 化 ケ イ 素 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 窒 化 ケ イ 素 ウ ィ ス カ
ー 、 酸 化 錫 、 炭 素 、 及 び チ タ ン 酸 鉄 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 を 副 成 分 と し
て 含 み 、 該 副 成 分 の 含 有 量 が １ ～ ４ ４ 重 量 ％ で あ る 。
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